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通常、G P S受信データの解析では観測点座標等の様々なパラメータとともに天頂方向の大気遅延量が推定され、
水蒸気可降水量が得られる。本研究では、さらに詳細な水蒸気の空間分布を推定するためにG P S解析ソフトウェ
アG I P S Yから解析の際得られる1つの衛星と1つの受信機に対する搬送波の( O n e - W a y )位相残差を用いた。しかし、
G I P S Yから直接出力される位相残差は、高い仰角依存性を示し、おもにアンテナ位相特性のためと考えられる。
そこで、梅雨前線期の観測データについてこの仰角依存性の除去を行って得られた位相残差について調べたとこ
ろ、期間中4回あった前線通過のうち2例について位相残差量の空間分布に異方性が見られた。

1. はじめに
通常、G P S受信データの解析では観測点座標等の様々なパラメータとともに天頂方向の大気遅延量が推定され

る。しかし、数キロメートルの範囲内に多数設置されたG P S稠密キャンペーンデータを解析する際にはこの「天
頂方向」の可降水量の観測範囲が各観測点でほとんど一致してしまうと考えられる。また前線通過などに伴う気
象現象では大気中に含まれる水蒸気量は激しく変動し、空間的にも不均一な分布をしていると考えられる。そこ
で本研究では、G P S解析ソフトウェアG I P S Yから解析の際得られる1つの衛星と1つの受信機に対する搬送波の
( O n e - W a y )位相残差を用いて水蒸気量の比較的小さな時間的及び空間的変動を推定することを目指して解析を行っ
た。

2. 観測データ及び解析方法
梅雨期の' 9 6年6月1 3日～2 5日に鹿児島県山川町の郵政省通信総合研究所周辺に設置した3台のG P S受信機の受信

データを主に用いて解析した。この観測では、比較観測測器としてラジオゾンデが不定期に計1 7回打ち上げられ、
境界層レーダー及びレーザー雲高計(シーロメータ)などが同時に運転されている。また、必要な地上気象要素は鹿
児島地方気象台の値を参照している。G P S解析ソフトウェアにはG I P S Yを用い、5分毎に天頂方向の大気遅延量を
推定し、位相残差情報を各衛星について 5分毎に得た。このような位相残差には、水蒸気の空間的な分布を反映し
た水蒸気情報が含まれていると考えられるが、一方でアンテナの位相特性やマルチパスなどの効果が含まれてい
ることが予想される。その様な観点から、G I P S Yにより直接出力される位相残差を調べたところ、高い仰角依存
性を示し、主にアンテナ位相特性によるためであると考えられる。位相残差の仰角依存性を取り除くために各衛
星毎に観測期間中の仰角依存性の平均値を算出し、この平均値を位相残差から差し引いたデータを用いて解析を
行った。

3. 解析結果
各衛星毎に算出した仰角依存性の平均値は毎日再現性よく現れており、観測された受信データに共通に含まれ

ていると考えられる。期間中、寒冷前線が1回及び梅雨前線が南北方向に計3回観測点上を通過しているが、この
うち2例について位相残差量の分布の仕方に方位による顕著な差異が見られた。特に梅雨前線が北上時に南北方向
に伝搬遅延位相残差が連続的に変化しており、相対的に南側に遅延量が多いという分布が得られ、水蒸気量が南
側に多く存在していることが反映されたものと思われる。しかし、解析では座標など他のパラメータなどと同時
推定しており、これら相互の影響を調べる必要がある。また、位相残差のさらに細かい変動についても他の気象
測器と比較を行うなどして定量的に評価したい。


